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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　媒体上でワイヤレスメッセージを送信する方法であって、
　第１のワイヤレスデバイスが、第２のワイヤレスデバイスによって送信された第１のワ
イヤレスメッセージの第１の部分を受信すること、ここにおいて、前記第１のワイヤレス
メッセージは、前記第１の部分と第２の部分とを含み、前記第１のワイヤレスメッセージ
の前記第１の部分は、前記第１のワイヤレスメッセージを受信するデバイスが前記第１の
ワイヤレスメッセージの受信の間に送信を延期することを前記第２のワイヤレスデバイス
が要求するかどうかを示す延期フィールドを備える、と、
　前記第１のワイヤレスメッセージの前記第２の部分を受信することと、
　前記第１のワイヤレスメッセージの受信の間に送信が延期されることを前記第２のワイ
ヤレスデバイスが要求することを前記延期フィールドが示す場合、前記第１のワイヤレス
メッセージの前記第２の部分の前記受信の間に第２のワイヤレスメッセージの送信を延期
することと、
　前記第１のワイヤレスデバイスが、前記第１のワイヤレスメッセージの受信の間に送信
が延期されることを前記第２のワイヤレスデバイスが要求しないことを示す前記延期フィ
ールドに応答して、前記第１のワイヤレスデバイスによって前記第１のワイヤレスメッセ
ージの前記第２の部分の前記受信と少なくとも部分的に同時に、第３のワイヤレスデバイ
スに前記第２のワイヤレスメッセージを送信することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記第１のワイヤレスデバイスによって、アクセスポイントと関連付けることと、
　前記アクセスポイントからの送信繰り延べルールを、前記第１のワイヤレスデバイスに
よって受信することと、
　前記第１のワイヤレスデバイスが、前記繰り延べルールに基づいて、前記第１のワイヤ
レスメッセージの前記第２の部分の受信の間に前記第２のワイヤレスメッセージの前記送
信を延期するかどうかを決定することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記第１のワイヤレスデバイスのタイプに基づいて、前記第１のワイヤレスメッセージ
の前記第２の部分の受信の間に前記第２のワイヤレスメッセージの前記送信を延期するか
どうかを決定することをさらに備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のワイヤレスメッセージの宛先デバイスが、前記第１のワイヤレスメッセージ
のための前記宛先デバイスのタイプのインジケーションに基づいてアクセスポイントか局
かのいずれかであると決定することと、
　前記宛先デバイスがアクセスポイントであるかまたは局であるかに基づいて前記第２の
ワイヤレスメッセージの前記送信を延期するかどうかを決定することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第２のワイヤレスメッセージの送信の繰り延べは、前記第１のワイヤレスメッセー
ジのための宛先デバイスの前記タイプ、前記第１のワイヤレスデバイスの前記タイプ、お
よび前記第２のワイヤレスデバイスの基本サービスセット（ＢＳＳ）および前記第１のワ
イヤレスデバイスの基本サービスセット（ＢＳＳ）が等しいかどうかに、少なくとも部分
的に、基づく、
　請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のワイヤレスデバイスがアクセスポイントであり、前記第１のワイヤレスメッ
セージのための前記宛先デバイスが局であり、前記基本サービスセットが異なる場合、前
記第２のワイヤレスメッセージの前記送信は、延期されない、
　請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のワイヤレスデバイスがアクセスポイントであり、前記第１のワイヤレスメッ
セージのための前記宛先デバイスがアクセスポイントであり、前記基本サービスセットが
異なる場合、前記第２のワイヤレスメッセージの前記送信は、延期されない、
　請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のワイヤレスメッセージの前記第１の部分は、前記第１のワイヤレスメッセー
ジのプリアンブル内に送信電力のインジケーションをさらに備え、前記第２のワイヤレス
メッセージの前記送信の繰り延べは、前記送信電力インジケーションにさらに基づく、
　請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のワイヤレスメッセージの受信信号強度および前記送信電力に基づいて前記第
２のワイヤレスメッセージの前記送信を延期するかどうかを決定することをさらに備える
、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のワイヤレスメッセージの前記送信電力および前記第１のワイヤレスメッセー
ジの受信信号強度に基づいて前記第１のワイヤレスメッセージのパスロスを決定すること
と、
　前記第２のワイヤレスデバイスの基本サービスセットが前記第１のワイヤレスデバイス
の前記基本サービスセットと異なり、前記パスロスがしきい値より上である場合、前記第
２のワイヤレスメッセージの前記送信を延期すると決定することと
　をさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第２のワイヤレスメッセージの送信の繰り延べは、前記第１のワイヤレスデバイス
と前記第３のワイヤレスデバイスとの距離にさらに基づく、
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　請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第２のワイヤレスメッセージの送信の繰り延べは、前記第２のワイヤレスデバイス
の基本サービスセット（ＢＳＳ）および前記第１のワイヤレスデバイスの前記基本サービ
スセット（ＢＳＳ）が、異なるかどうか、および前記第１のワイヤレスメッセージの送信
の間に前記第２のワイヤレスデバイスが繰り延べを要求することを前記延期フィールドが
示すかどうかに基づく、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第２のワイヤレスメッセージの送信の前記繰り延べは、前記第１のワイヤレスデバ
イスがアクセスポイントであるかまたは局であるか、且つ前記第３のワイヤレスデバイス
がアクセスポイントであるかまたは局であるかにさらに基づく、
　請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記基本サービスセットが異なり、前記第１のワイヤレスデバイスがアクセスポイント
であり、前記第１のワイヤレスデバイスと前記第３のワイヤレスデバイスとの距離が距離
しきい値未満である場合、繰り延べが要求されることを示す前記延期フィールドに関わら
ず前記送信を延期しないと決定することをさらに備える、
　請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記基本サービスセットが異なり、前記第１のワイヤレスデバイスと宛先デバイスの両
方がアクセスポイントである場合、繰り延べが要求されることを示す前記延期フィールド
に関わらず前記第２のワイヤレスメッセージの前記送信を延期しないと決定することをさ
らに備える、
　請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第１のワイヤレスメッセージの受信信号強度に、少なくとも部分的に、基づいて前
記第２のワイヤレスメッセージの前記送信を延期するかどうかを決定することをさらに備
える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第２のワイヤレスデバイスの基本サービスセットが前記第１のワイヤレスデバイス
の基本サービスセットと異なり、前記第１のワイヤレスメッセージの前記受信信号強度が
エネルギーしきい値未満である場合、前記第２のワイヤレスメッセージの前記送信を延期
しないと決定することをさらに備える、
　請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記第２のワイヤレスメッセージの前記送信を延期しないと前記決定することは、前記
第１および第２のワイヤレスデバイスがアクセスポイントであることにさらに基づく、
　請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　媒体上でワイヤレスメッセージを送信するための装置であって、
　第１のワイヤレスデバイスからの第１のワイヤレスメッセージの第１の部分を受信する
ように構成された受信機、ここにおいて、前記第１の部分は、
　　受信デバイスが前記第１のワイヤレスメッセージの受信の間に送信を延期することを
前記第１のワイヤレスデバイスが要求するかどうかを示す延期フィールドを備える、と、
　前記第１のワイヤレスメッセージの第２の部分を受信することと、
　前記延期フィールドに、少なくとも部分的に、基づいて前記第２の部分の前記受信の間
に第２のワイヤレスデバイスへの第２のワイヤレスメッセージの送信を延期するかどうか
を決定するように構成されたプロセッサと、
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　前記第１のワイヤレスメッセージの受信の間に送信が延期されることを前記第２のワイ
ヤレスデバイスが要求することを前記延期フィールドが示す場合、前記第１のワイヤレス
メッセージの前記第２の部分の前記受信の間に前記第２のワイヤレスメッセージの送信を
延期するように、および前記第１のワイヤレスメッセージの受信の間に送信が延期される
ことを前記第２のワイヤレスデバイスが要求することを示す前記延期フィールドに応答し
て、前記装置によって前記第１のワイヤレスメッセージの前記第２の部分の前記受信と少
なくとも部分的に同時に、前記第２のワイヤレスデバイスに前記第２のワイヤレスメッセ
ージを送信するように構成された送信機と
　を備える、装置。
【請求項２０】
　前記プロセッサは、前記第１のワイヤレスメッセージの宛先のタイプが前記第１のワイ
ヤレスメッセージ中の宛先デバイスのタイプのインジケーションに基づいて、アクセスポ
イントであるかまたは局であるかを決定し、前記タイプに基づいて前記第２のワイヤレス
メッセージの送信を延期するように構成される、
　請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記プロセッサは、前記第１のワイヤレスメッセージのための宛先デバイスの前記タイ
プ、前記装置のタイプ、および前記第１のワイヤレスデバイスの基本サービスセット（Ｂ
ＳＳ）および前記装置の基本サービスセット（ＢＳＳ）が等しいかどうかに、少なくとも
部分的に、基づいて前記第２のワイヤレスメッセージの前記送信を延期するかどうかを決
定するように構成される、
　請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記プロセッサは、前記装置がアクセスポイントであり、前記第１のワイヤレスメッセ
ージのための前記宛先デバイスが局であり、前記基本サービスセットが異なる場合、前記
第２のワイヤレスメッセージの前記送信を延期しないと決定するようにさらに構成される
、
　請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記プロセッサは、前記装置がアクセスポイントであり、前記第１のワイヤレスメッセ
ージのための前記宛先デバイスがアクセスポイントであり、前記基本サービスセットが異
なる場合、前記第２のワイヤレスメッセージの前記送信を延期しないと決定するようにさ
らに構成される、
　請求項２１に記載の装置。
【請求項２４】
　前記プロセッサは、前記装置と前記第２のワイヤレスデバイスとの距離に基づいて前記
第２のワイヤレスメッセージの前記送信を延期するかどうかを決定するようにさらに構成
される、
　請求項２１に記載の装置。
【請求項２５】
　前記プロセッサは、アクセスポイントと関連付けるように、および前記アクセスポイン
トから受信した送信繰り延べルールの少なくともインジケーションに基づいて前記第２の
ワイヤレスメッセージの前記送信を延期するかどうかを決定するようにさらに構成される
、
　請求項１９に記載の装置。
【請求項２６】
　前記プロセッサは、前記装置のタイプに基づいて前記第２のワイヤレスメッセージの前
記送信を延期するかどうかを決定するようにさらに構成される、
　請求項１９に記載の装置。
【請求項２７】
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　前記第１のワイヤレスメッセージは、前記第１のワイヤレスメッセージのプリアンブル
内の送信電力のインジケータをさらに備え、前記プロセッサは、前記示された送信電力に
基づいて前記第２のワイヤレスメッセージの送信を延期するかどうかを決定するようにさ
らに構成される、
　請求項１９に記載の装置。
【請求項２８】
　前記プロセッサは、前記第１のワイヤレスメッセージの受信信号強度および前記送信電
力に基づいて前記第２のワイヤレスメッセージの前記送信を延期するかどうかを決定する
ようにさらに構成される、
　請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　前記プロセッサは、
　前記第１のワイヤレスメッセージの前記送信電力および前記第１のワイヤレスメッセー
ジの受信信号強度に基づいて前記第１のワイヤレスメッセージのパスロスを決定すること
と、
　前記第２のワイヤレスデバイスの基本サービスセットが前記第１のワイヤレスデバイス
の前記基本サービスセットと異なり、前記パスロスがしきい値未満である場合、前記第２
のワイヤレスメッセージの前記送信を延期しないと決定することと
　を行うようにさらに構成される、請求項２７に記載の装置。
【請求項３０】
　前記プロセッサは、第１のワイヤレスデバイス基本サービスセット（ＢＳＳ）および前
記装置の基本サービスセット（ＢＳＳ）が異なるかどうか、および受信デバイスが前記第
１のワイヤレスメッセージの前記受信の間に送信を延期することを前記第１のワイヤレス
デバイスが要求したかどうかを前記延期フィールドが示すかどうかに基づいて、前記第２
のワイヤレスメッセージの前記送信を延期するかどうかを決定するように構成される、
　請求項１９に記載の装置。
【請求項３１】
　前記プロセッサは、前記装置がアクセスポイントであるかまたは局であるか、且つ前記
第２のワイヤレスデバイスがアクセスポイントであるかまたは局であるかに基づいて、前
記第２のワイヤレスメッセージの前記送信を延期するかどうかを決定するように構成され
る、
　請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　前記プロセッサは、前記基本サービスセットが異なり、前記装置がアクセスポイントで
あり、前記装置と前記第１のワイヤレスデバイスとの距離が距離しきい値未満である場合
、繰り延べが要求されることを示す前記延期フィールドに関わらず前記第２のワイヤレス
メッセージの前記送信を延期しないと決定するように構成される、
　請求項３１に記載の装置。
【請求項３３】
　前記プロセッサは、前記基本サービスセットが異なり、前記装置と宛先デバイスの両方
がアクセスポイントである場合、前記第１のワイヤレスメッセージ中で、繰り延べが要求
されることを示す前記延期フィールドに関わらず前記第２のワイヤレスメッセージの前記
送信を延期しないように構成される、
　請求項３１に記載の装置。
【請求項３４】
　前記プロセッサは、前記第１のワイヤレスメッセージの受信信号強度に、少なくとも部
分的に、基づいて前記第２のワイヤレスメッセージの前記送信を延期するかどうかを決定
するようにさらに構成される、
　請求項１９に記載の装置。
【請求項３５】
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　前記プロセッサは、前記第２のワイヤレスデバイスの基本サービスセットが前記第１の
ワイヤレスデバイスの基本サービスセットと異なり、前記第１のワイヤレスメッセージの
前記受信信号強度がエネルギーしきい値未満である場合、前記第２のワイヤレスメッセー
ジの前記送信を延期しないと決定するようにさらに構成される、
　請求項３４に記載の装置。
【請求項３６】
　前記プロセッサは、前記第１および第２のワイヤレスデバイスがアクセスポイントであ
る場合、前記第２のワイヤレスメッセージの前記送信を延期しないことを決定するように
さらに構成される、
　請求項３４に記載の装置。
【請求項３７】
　ワイヤレスネットワーク内でメッセージを送信する方法であって、前記ワイヤレスネッ
トワークは、キャリアセンス媒体アクセスを利用し、前記方法は、
　第１のワイヤレスメッセージを、第１のワイヤレスデバイスによって生成すること、前
記メッセージは、前記第１のワイヤレスメッセージの送信の間に前記第１のワイヤレスメ
ッセージを受信するデバイスがそれら自身の送信を延期することを前記第１のワイヤレス
デバイスが要求するかどうかを示す延期フィールドを含む、と、
　前記第１のワイヤレスメッセージを、前記第１のワイヤレスデバイスによって送信する
こと、ここにおいて、前記第１のメッセージは、前記第１のワイヤレスメッセージの宛先
デバイスが局であるかまたはアクセスポイントであるかを示すようにさらに生成される、
と
　を備える、方法。
【請求項３８】
　ワイヤレスネットワーク内のメッセージを送信するための装置であって、前記ワイヤレ
スネットワークは、キャリアセンス媒体アクセスを利用し、前記装置は、
　第１のワイヤレスメッセージを生成するように構成されたプロセッサ、前記メッセージ
は、前記第１のワイヤレスメッセージを受信するデバイスが前記第１のワイヤレスメッセ
ージの送信の間にそれら自身の送信を延期することを前記装置が要求するかどうかを示す
延期フィールドを備える、と、
　前記第１のワイヤレスメッセージを送信するように構成される送信機、ここにおいて、
前記プロセッサは、宛先デバイスが局であるかまたはアクセスポイントであるかを示すた
めに前記第１のワイヤレスメッセージを生成するようにさらに構成される、と
　を備える、装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８３】
　[00200]前述は本開示の態様を対象とするが、本開示の他の態様およびさらなる態様は
、その基本的範囲から逸脱することなく考案され得、その範囲は以下の特許請求の範囲に
よって決定される。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　キャリアセンス多元接続（ＣＳＭＡ）を利用する媒体上でワイヤレスメッセージを送信
する方法であって、
　第１のワイヤレスデバイスを介して、第２のワイヤレスデバイスによって送信された第
１のワイヤレスメッセージの少なくとも一部を受信すること、ここにおいて、前記第１の
ワイヤレスメッセージの前記少なくとも一部は、１つまたは複数のインジケーションを備
え、前記インジケーションは、前記第１のワイヤレスメッセージのための宛先デバイスの
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タイプ、前記第２のワイヤレスデバイスの基本サービスセット（ＢＳＳ）、受信デバイス
が前記第１のワイヤレスメッセージの送信の間に送信を延期することを前記第２のワイヤ
レスデバイスが要求するかどうか、および前記第１のワイヤレスメッセージの波形の属性
のうちの１つまたは複数を備える、と、
　前記インジケーションのうちの１つまたは複数に、少なくとも部分的に、基づいて第３
のワイヤレスデバイスに行くことになる第２のワイヤレスメッセージの送信を延期するか
どうかを決定することと、
　前記決定に基づいて前記第３のワイヤレスデバイスに前記第２のワイヤレスメッセージ
を送信することと
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記第２のワイヤレスデバイスの前記基本サービスセットが前記第１のワイヤレスデバ
イスの前記基本サービスセットと異なると決定するために、前記一部を復号することと、
　前記違いに基づいて前記第１のワイヤレスメッセージの受信と少なくとも部分的に同時
に前記第２のワイヤレスメッセージを送信することと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　アクセスポイントからまたは制御器から送信繰り延べルールを受信することと、前記繰
り延べルールに基づいて前記第２のワイヤレスメッセージの送信を延期するかどうかを決
定することと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記第１のワイヤレスデバイスのタイプに基づいて前記第２のワイヤレスメッセージの
送信を延期するかどうかを決定することをさらに備える、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記宛先デバイスが前記第１のワイヤレスメッセージのための前記宛先デバイスのタイ
プの前記インジケーションに基づいてアクセスポイントか局かのいずれかであると決定す
ることと
　前記宛先デバイスがアクセスポイントまたは局かどうかに基づいて前記第２のワイヤレ
スメッセージの送信を延期するかどうかを決定することと
　をさらに備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記第１のワイヤレスメッセージの前記一部は、前記第１のワイヤレスメッセージの送
信電力のインジケーションをさらに備え、延期するかどうかを前記決定することは、前記
送信電力インジケーションにさらに基づく、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記第２のワイヤレスメッセージの送信を延期するかどうかを前記決定することは、前
記第１のワイヤレスメッセージのための前記宛先デバイスの前記タイプ、前記第１のワイ
ヤレスデバイスのタイプ、および前記第２のワイヤレスデバイスの前記基本サービスセッ
ト（ＢＳＳ）および前記第１のワイヤレスデバイスの前記基本サービスセット（ＢＳＳ）
が等しいかどうかに少なくとも部分的に基づく、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記第１のワイヤレスデバイスがアクセスポイントであり、前記第１のワイヤレスメッ
セージのための前記宛先デバイスが局であり、前記基本サービスセットが異なる場合、前
記第２のワイヤレスメッセージの送信は、延期されない
　Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］
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　前記第１のワイヤレスデバイスがアクセスポイントであり、前記第１のワイヤレスメッ
セージのための宛先デバイスがアクセスポイントであり、前記基本サービスセットが異な
る場合、前記第２のワイヤレスメッセージの送信は、延期されない
　Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記決定することは、前記第１のワイヤレスデバイスと前記第３のワイヤレスデバイス
との距離にさらに基づく、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記決定することは、前記第２のワイヤレスデバイスの前記基本サービスセット（ＢＳ
Ｓ）および前記第１のワイヤレスデバイスの前記基本サービスセット（ＢＳＳ）が、異な
るかどうか、および繰り延べ要求が前記第１のワイヤレスメッセージによって示されるか
どうかに基づく、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記決定することは、前記第１のワイヤレスデバイスがアクセスポイントまたは局であ
るかどうか、且つ前記第３のワイヤレスデバイスがアクセスポイントまたは局かどうかに
さらに基づく、
　Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記基本サービスセットが異なり、前記第１のワイヤレスデバイスがアクセスポイント
であり、前記第１のワイヤレスデバイスと前記第３のワイヤレスデバイスとの距離が距離
しきい値未満である場合、前記第１のワイヤレスメッセージ中に要求されている繰り延べ
に関わらず送信を延期しないと決定することをさらに備える、
　Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記基本サービスセットが異なり、前記第１のワイヤレスデバイスと前記宛先デバイス
の両方がアクセスポイントである場合、前記第１のワイヤレスメッセージ中に要求されて
いる繰り延べに関わらず前記第２のワイヤレスメッセージの送信を延期しないと決定する
ことをさらに備える、
　Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記第１のワイヤレスメッセージの受信信号強度に、少なくとも部分的に、基づいて前
記第２のワイヤレスメッセージの送信を延期するかどうかを決定することをさらに備える
、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記第２のワイヤレスデバイスの前記基本サービスセットが前記第１のワイヤレスデバ
イスの前記基本サービスセットと異なり、前記第１のワイヤレスメッセージの前記受信信
号強度がエネルギーしきい値未満である場合、前記第２のワイヤレスメッセージの送信を
延期しないと決定することをさらに備える、
　Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記第２のワイヤレスメッセージの送信を延期しないと前記決定することは、前記第１
および第２のワイヤレスデバイスがアクセスポイントであることにさらに基づく、
　Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記第１のワイヤレスメッセージの受信信号強度および前記送信電力に基づいて前記第
２のワイヤレスメッセージの送信を延期するかどうかを決定することをさらに備える、
　Ｃ６に記載の方法。
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［Ｃ１９］
　前記第１のワイヤレスメッセージの前記送信電力および前記第１のワイヤレスメッセー
ジの受信信号強度に基づいて前記第１のワイヤレスメッセージのパスロスを決定すること
と、
　前記第２のワイヤレスデバイスの前記基本サービスセットが前記第１のワイヤレスデバ
イスの前記基本サービスセットと異なり、前記パスロスがしきい値より上である場合、前
記第２のワイヤレスメッセージの送信を延期すると決定することと
　をさらに備える、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ２０］
　キャリアセンス多元接続（ＣＳＭＡ）を利用する媒体上でワイヤレスメッセージを送信
するための装置であって、第１のワイヤレスデバイスからの第１のワイヤレスメッセージ
の少なくとも一部を受信するように構成された受信機、ここにおいて、前記第１のワイヤ
レスメッセージは、１つまたは複数のインジケーションを備え、前記インジケーションは
、前記第１のワイヤレスメッセージのための宛先デバイスのタイプ、前記第１のワイヤレ
スデバイスの基本サービスセット（ＢＳＳ）、受信デバイスが前記第１のワイヤレスメッ
セージの送信の間に送信を延期することを前記第１のワイヤレスデバイスが要求するかど
うか、および前記第１のワイヤレスメッセージの波形の属性のうちの１つまたは複数を備
える、と、
　前記インジケーションのうちの１つまたは複数に、少なくとも部分的に、基づいて第２
のワイヤレスデバイスへの前記第２のワイヤレスメッセージの送信を延期するかどうかを
決定するように構成されたプロセッサと、
　前記決定に基づいて前記第２のワイヤレスデバイスに前記第２のワイヤレスメッセージ
を送信するように構成された送信機と
　を備える、装置。
［Ｃ２１］
　前記プロセッサは、前記第１のワイヤレスデバイスの前記基本サービスセットと前記装
置の前記基本サービスセットと異なる場合、前記第２のメッセージの送信を延期しないと
決定するように構成される、
　Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記プロセッサは、前記第１のワイヤレスメッセージの宛先の前記タイプが前記第１の
ワイヤレスメッセージ中の前記第１のワイヤレスメッセージの宛先の前記タイプの前記イ
ンジケーションに基づいてアクセスポイントまたは局かどうかを決定するように構成され
る、
　Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記プロセッサは、少なくともアクセスポイントまたは制御機から受信した送信繰り延
べルールに基づいて延期するかどうか決定するようにさらに構成される、
　Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記プロセッサは、前記装置のタイプに基づいて延期するかどうか決定するようにさら
に構成される、
　Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記第１のワイヤレスメッセージの前記宛先デバイスの前記タイプの前記インジケーシ
ョンは、前記宛先デバイスがアクセスポイントまたは局かどうかを示す
　Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記第１のワイヤレスメッセージは、前記第１のワイヤレスメッセージの送信電力のイ
ンジケータをさらに備え、前記プロセッサは、前記示された送信電力に基づいて延期する
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かどうかを決定するようにさらに構成される、
　Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記プロセッサは、前記第１のワイヤレスメッセージのための宛先デバイスの前記タイ
プ、前記装置の前記タイプ、および前記第１のワイヤレスデバイスの前記基本サービスセ
ット（ＢＳＳ）および前記装置の前記基本サービスセット（ＢＳＳ）が等しいかどうかに
、少なくとも部分的に、基づいて前記第２のワイヤレスメッセージの送信を延期するかど
うか決定するように構成される、
　Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記プロセッサは、前記装置がアクセスポイントであり、前記第１のワイヤレスメッセ
ージのための前記宛先デバイスが局であり、前記基本サービスセットが異なる場合、前記
第２のワイヤレスメッセージの送信を延期しないと決定するようにさらに構成される、
　Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記プロセッサは、前記装置がアクセスポイントであり、前記第１のワイヤレスメッセ
ージのための前記宛先デバイスがアクセスポイントであり、前記基本サービスセットが異
なる場合、前記第２のワイヤレスメッセージの送信を延期しないと決定するようにさらに
構成される、
　Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記プロセッサは、前記装置と前記第２のワイヤレスデバイスとの距離に基づいて延期
するかどうかを決定するようにさらに構成される、
　Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ３１］
　前記プロセッサは、前記第１のワイヤレスデバイス基本サービスセット（ＢＳＳ）およ
び前記装置の前記基本サービスセット（ＢＳＳ）が異なり、受信デバイスが前記第１のワ
イヤレスメッセージの送信の間に送信を延期することを前記第１のワイヤレスデバイスが
要求したかどうかを前記第１のワイヤレスメッセージが示すかどうかを決定するように構
成される、
　Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ３２］
　前記プロセッサは、前記装置がアクセスポイントまたは局かどうか、且つ前記第２のワ
イヤレスデバイスがアクセスポイントまたは局かどうかに基づいて延期するかどうかを決
定するように構成される、
　Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３３］
　前記プロセッサは、前記基本サービスセットが異なり、前記装置がアクセスポイントで
あり、前記装置と前記第１のワイヤレスデバイスとの距離が距離しきい値未満である場合
、前記第１のワイヤレスメッセージ中に要求されている繰り延べに関わらず前記第２のワ
イヤレスメッセージの送信を延期しないと決定することをさらに備える、
　Ｃ３２に記載の装置。
［Ｃ３４］
　前記プロセッサは、前記基本サービスセットが異なり、前記装置と前記宛先デバイスの
両方がアクセスポイントである場合、前記第１のワイヤレスメッセージ中に要求されてい
る繰り延べに関わらず前記第２のワイヤレスメッセージの送信を延期しないと決定するよ
うに構成される、
　Ｃ３２に記載の装置。
［Ｃ３５］
　前記プロセッサは、前記第１のワイヤレスメッセージの受信信号強度に、少なくとも部
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分的に、基づいて前記第２のワイヤレスメッセージの送信を延期するかどうかを決定する
ようにさらに構成される、
　Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ３６］
　前記プロセッサは、前記第２のワイヤレスデバイスの前記基本サービスセットが前記第
１のワイヤレスデバイスの前記基本サービスセットと異なり、前記第１のワイヤレスメッ
セージの前記受信信号強度がエネルギーしきい値未満である場合、前記第２のワイヤレス
メッセージの送信を延期しないと決定するようにさらに構成される、
　Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ３７］
　前記プロセッサは、前記第１および第２ワイヤレスデバイスがアクセスポイントである
場合、前記第２のワイヤレスメッセージの送信を延期しないことを決定するようにさらに
構成される、
　Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ３８］
　前記プロセッサは、前記第１のワイヤレスメッセージの受信信号強度および前記送信電
力に基づいて前記第２のワイヤレスメッセージの送信を延期するかどうかを決定するよう
にさらに構成される、
　Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ３９］
　前記プロセッサは、前記第１のワイヤレスメッセージの前記送信電力および前記第１の
ワイヤレスメッセージの受信信号強度に基づいて前記第１のワイヤレスメッセージのパス
ロスを決定することと
　前記第２のワイヤレスデバイスの前記基本サービスセットが前記第１のワイヤレスデバ
イスの前記基本サービスセットと異なり、前記パスロスがしきい値未満である場合、前記
第２のワイヤレスメッセージの送信を延期すると決定することと
　を行うようにさらに構成される、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ４０］
　密集したワイヤレスネットワーク内でメッセージを送信する方法であって、前記ワイヤ
レスネットワークは、キャリアセンス媒体アクセスを利用し、前記方法は、
　第１のワイヤレスデバイスを介して、第１のワイヤレスメッセージを生成すること、前
記メッセージは、１つまたは複数のインジケーションを備え、前記インジケーションは、
前記第１のワイヤレスメッセージの宛先デバイスのタイプ、および前記第１のワイヤレス
メッセージを受信するデバイスが前記第１のワイヤレスメッセージの送信の間に前記第１
のワイヤレスメッセージを受信するデバイスがそれら自身の送信延期することを前記第１
のワイヤレスデバイスが要求するかどうかのうちの１つまたは複数を備える、と、
　前記第１のワイヤレスメッセージを送信することと
　を備える、方法。
［Ｃ４１］
　前記宛先デバイスの前記タイプは、前記宛先デバイスが局、またはアクセスポイントか
どうかを示す、
　Ｃ４０に記載の方法。
［Ｃ４２］
　密集したワイヤレスネットワーク内のメッセージを送信するための装置であって、前記
ワイヤレスネットワークは、キャリアセンス媒体アクセスを利用し、前記装置は、
　第１のワイヤレスメッセージを生成するように構成されたプロセッサ、前記メッセージ
は、１つまたは複数のインジケーションを備え、前記インジケーションは、前記第１のワ
イヤレスメッセージの宛先のタイプ、および前記第１のワイヤレスメッセージを受信して
いるデバイスが前記第１のワイヤレスメッセージの送信の間にそれら自身の送信を延期す
る要求を前記装置が要求するかどうか、のうちの１つまたは複数を備える、と、
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　前記第１のワイヤレスメッセージを送信するように構成される送信機と
　を備える、装置。
［Ｃ４３］
　前記宛先デバイスの前記タイプは、前記宛先デバイスが局またはアクセスポイントであ
るかどうかを示す、
　Ｃ４２に記載の装置。
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